令和７年度静岡県高等学校総合文化祭書道部門

第71回静岡県高等学校書道展

審　査　内　規

· 以下に示した参加要領の選抜規定に準じて審査してください｡

· 各校審査員1名が投票してください｡審査員は参加申し込みの際、連絡頂いた顧問(責任者)各１名を記載してあります。
· 現時点で基準に準じていない場合は、学校No．及び学校代表作品No．を外してありますのでその作品への投票は避けてください｡

· 審査員の各票は大変重みを持っています｡十分考えた上で厳正に投票されるようお願い致します｡
· 審査は書の伝統と文化に裏打ちされた表現技術に優れ完成度の高い作品、創造的な感性が発揮され作品に込めた情熱が伝わる作品、生徒自らの発想と構想に優れた新鮮な作品を評価し、投票するようにお願いします。
審　　　査
11月10日（月）13：30～15：00　※打合せ　13：20　３Ｆロビー
(1) 審査目的
県内高校生の書道の活動を奨励するためにこれを行う。

(2) 審査員
審査当日出席した静岡県高等学校文化連盟書道専門部員全員（各校１名）がこれにあたる。同一人物が複数の学校名のもとに各部門で重複して投票した場合は無効となる。
(3) 審査規定
静岡県高等学校総合文化祭優秀作品選抜審査とする。

Ａ．個人の部

1) ３１室内で番号札のある作品について審査する。

2) サイズは6.募集作品に準ずる。
1 ２尺×６尺（６２㎝×１８２㎝以内）縦のみ
2 全紙（９１㎝×１７１㎝以内）縦横可
3 半切（５５㎝×１７１㎝以内）縦横可
4 その他　縦作品は６２㎝×１８２㎝以内
　　　　　　横作品は９１㎝×１７１㎝以内　　

3) １校につき２作品以内（１名につき１作品）を対象とする。

4) 公募展等に未発表の個人作品に限る。

5) 著作権には十分留意して審査する。

Ｂ．団体の部

1) ３５室内で番号札のある作品について審査する。

2) サイズは6.募集作品に準ずる。

· １校当たり使用壁面　幅200cm・高さ300cm以内（氏名カードを含む）。
3) 書的な部分での審査と展示構成方法、表装等の審査をする。
4) 公募展等に未発表の作品に限る。
5) 著作権には十分留意して審査する。

Ｃ
．地区選抜の部

ｱ)３２、３３、３４室内で番号札のある作品について審査する。
ｲ)
サイズは6.募集作品に準ずる。
ｳ)
公募展等に未発表の作品に限る。
ｴ)
著作権には十分留意して審査する。
(4) 審査方法
審査部門　Ａ.個人の部、Ｂ.団体の部、Ｃ地区選抜の部をそれぞれ審査する。

1 各審査員は､Ａ.個人の部、Ｃ地区選抜の部において優秀と認められる10作品を、Ｂ.団体の部において書的な面で優秀と認められる５作品を選び、表装や展示構成の面で優秀と認められる３作品を選び記名投票し、その合計得点によって褒賞が決定する。ただし装飾に関しては次のように点数化するものとする。
　　　　　　　　　　　　　　　装飾得票数1位➡3点　2位➡2点　3位➡1点
　　　　　　　　　　②勤務している学校の作品に対しての投票は認めない。
　　　　　　　　　　③授賞の対象として評価できる作品について部門ごとに該当数を選び、投票する。
　　　　　　　　
(5) 褒賞
Ａ．個人の部

①［静岡県教育長賞］

（１席）

②［県高文連会長賞］

（３席）

③［県高文連書道専門部会長賞］
（３席程度）
④［  特　　  選  ］

（６席程度）

※①～④の内、次年度全国高等学校総合文化祭書道部門に推薦された１～２年生の作品は、同部門に出品し、諸行事に参加する。

※辞退した場合には、次位が繰り上がる。

※本県の全国高文祭書道部門参加点数に増減が生じた場合は、静岡県高等学校文化連盟書道専門部評議委員会で対応を決定する。

Ｂ
．団体の部

①［県高文連書道専門部会長賞］

（出品校の2割程度）
Ｃ
．地区選抜の部

①［奨励賞］

　　　 （５席程度）
②［特別賞］
　　　　　 　（１０席程度）
　　　　　　　　　
審査規定について

平成２８年６月改定

1. エントリーされた作品全て（作品№が貼付されたもの）が審査および授賞の対象となる。

2. 次年度全国高等学校総合文化祭（以下：全国高総文祭）に参加する作品はＡ.個人の部にエントリーされた１～２年生の作品に限る。ただし３年生の作品であっても審査を受けることができ、授賞の対象となる。

3. 得票が同得点であった場合には､審査委員会で合議し、授賞を決定する。
4. 審査委員会は静岡県高等学校文化連盟書道専門部長を委員長とし、書道専門部事務局・展覧会委員長・静岡県高等学校書道教育研究会理事長・副理事長・事務局長を委員として組織し、その任にあたる。

5. 審査委員会の委員が指導する生徒の作品が審査委員会の合議の対象となった場合は、該当する審査委員は合議に加わらない。

6. 褒賞数は表記の通りであるが､個人の部において得点が10点未満の場合はこの限りではない。

7. 部門内において、同一作品に対して重複して投票した場合は、１票のみを有効とする。
8. 勤務している学校の作品に対しての投票は認めない。その場合、認められない投票の得点のみを無効とする。
9. 個人の部で受賞した学校の内、各校１作品が全国高総文祭に出品でき、１校で２作品が県教育長賞・県高等学校文化連盟会長賞・県等学校文化連盟書道専門部会長賞等を受賞した場合、上位１作品が全国大会に出品できる。
10. Ｃ地区選抜の部の奨励賞・特別賞については、投票数の多い順に５点程度、１０点程度を選抜する。
11. 内規で規定された以外に審査上問題が生じた場合は、審査委員会で合議し、決定する。


